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議会だより

阿武隈川堤防決壊

濁流が農地、家屋を襲う
　９月21日から22日にかけて台風15号の豪雨に
より阿武隈川の堤防が決壊しました。流入した水は
中地区から竜崎地区の田畑、パイプハウスに流れ込
み、更には住宅、倉庫への床上・床下浸水被害へと
拡大する未曾有の大災害となりました。
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石
川
地
方
町
村
議
会
議
員
研
修
会

佐
藤
前
知
事
が
講
演

　
　
　
　
　
原
子
力
を
テ
ー
マ
に

　

石
川
地
方
町
村
議
会
議
長
会

（
木
田
会
長
：
平
田
村
議
会
議
長
）

が
主
催
す
る
石
川
地
方
町
村
議
会

議
員
の
研
修
会
が
マ
ー
ヴ
ェ
ラ
ス
末

広
で
開
か
れ
ま
し
た
。５
町
村
の
議

員
を
は
じ
め
、
町
村
長
や
関
係
者

	５日	 議会広報編集委員会
	９日	 国道118号整備促進期成同盟監査（議長室）
	23日	 石川地方議会事務局長会議（石川町）
	24日	 石川地方生活環境施設組合議会臨時会（石川町）
	25日	 福島県町村議会正副議長・事務局長研修会（福島市）

５日		 議会運営委員会

　

例
年
で
す
と
、
水
稲
や
果
実

な
ど
そ
の
収
穫
に
喜
び
を
感
じ

て
い
る
季
節
で
あ
り
ま
す
が
、

今
年
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

家
屋
や
道
路
へ
の
被
害
、
人
・

物
・
大
地
す
べ
て
に
被
害
を
及

ぼ
し
て
い
る
福
島
原
発
事
故
で

の
放
射
能
汚
染
、
そ
し
て
追
い

打
ち
を
掛
け
る
よ
う
に
台
風
に

よ
る
田
畑
・
家
屋
へ
の
被
害
。

玉
川
村
に
と
っ
て
過
去
に
例
の

な
い
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
年

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
冬
に
な
り
大
雪
の
心
配
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
陸
上
大
会
や
駅
伝
な

ど
ス
ポ
ー
ツ
面
、
ま
た
音
楽
祭

や
作
文
な
ど
文
化
面
で
の
小
中

学
生
の
活
躍
は
特
に
す
ば
ら
し

く
、
玉
川
村
を
強
く
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
ふ
く
し
ま
駅
伝
で

す
。
一
生
懸
命
走
る
選
手
た
ち

に
声
援
を
送
り
、
そ
の
素
晴
ら

し
い
走
り
に
感
動
を
味
わ
い
た

い
も
の
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
（
大
和
田　

宏
）

し
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
発

生
に
よ
り
未
だ
に
多
く
の
苦
難
と

問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

ここから流入した大水が田畑、住宅を襲った（決壊場所から竜崎方向を見る。11ページに関連記事を掲載）

高速交通等特別委員会

防災航空センターを視察

最前線の防災を学ぶ

　議会のうごき
佐藤前知事の講演が行われた研修会実際にヘリコプターを見て説明を受けた

な
ど
約
80
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
前
知
事
の
佐
藤

栄
佐
久
氏
が
講
師
と
な
り
「
原
子

力
問
題
と
地
方
自
治
」
と
題
し
て

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
村
の
議
会
議
員
も
全
員
出
席

／1111

／117

　

高
速
交
通
等
総
合
開
発
特
別
委

員
会
（
西
川
委
員
長
）
で
は
、
県

内
の
災
害
応
急
活
動
状
況
を
研
修

す
る
た
め
北
須
釜
に
立
地
し
て
い

る
県
消
防
防
災
航
空
セ
ン
タ
ー
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

丹
治
副
隊
長
か
ら
施
設
の
概
要

や
運
航
実
績
、
ま
た
、
実
際
に
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
機
材
を
見
て
の
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー

は
、
平
成
10
年
に
福
島
空
港
の
一

角
に
開
設
さ
れ
、
県
内
の
多
様
化

す
る
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
出

動
体
制
が
整
え
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
活
動
件
数
は
年
々
増
加

し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

あ
　
と
　
が
　
き

９月

８月

10月



議 会 だ よ り議 会 だ よ り（３） （２）

【
一
般
会
計
】

　

歳
入
の
合
計
は
、
37
億
４
０
９
５

万
円
と
な
っ
た
。
主
な
も
の
は
、
地

方
交
付
税
で
15
億
６
５
０
９
万
円
で

全
体
の
約
42
％
を
占
め
て
い
る
。

　

歳
出
の
合
計
は
、
35
億
７
０
５

７
万
円
と
な
っ
た
。
歳
入
歳
出
差

引
で
１
億
７
０
３
７
万
円
と
な

り
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
金
４
２
２

２
万
円
を
除
く
と
１
億
２
８
１
５

万
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。

元
金
を
８
２
８
万
３
千
円
増
額
す

る
。　
　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

前
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
が
確

定
し
た
の
で
、
繰
越
金
を
72
万
３

千
円
増
額
し
て
、
一
般
会
計
繰
入

金
を
72
万
３
千
円
減
額
す
る
補
正

予
算
で
あ
る
。　
　
（
起
立
全
員
）

　

収
益
的
収
入
の
他
会
計
補
助
金

を
85
万
９
千
円
増
額
す
る
も
の
。

ま
た
、
資
本
的
収
入
の
企
業
債
を

２
８
３
０
万
円
増
額
す
る
補
正
予

算
で
あ
る
。

※
収
益
的
支
出
の
主
な
も
の

◦
原
水
及
び
浄
水
費　

76
万
円
の

増
額

◦
配
水
及
び
給
水
費　

５
万
１
千

円
の
増
額

◦
総
係
費　

４
万
８
千
円
の
増
額

※
資
本
的
支
出
の
主
な
も
の

◦
災
害
復
旧
費　

50
万
円
の
増
額

◦
企
業
債
償
還
金　

２
８
３
３
万

７
千
円
の
増
額　
　
（
起
立
全
員
）

　

執
行
部
か
ら
は
、「
依
然
と
し

て
厳
し
い
財
政
事
情
の
な
か
、
重

点
事
業
と
し
て
計
画
し
た
教
育
の

振
興
、
農
業
・
工
業
・
商
業
、
調

和
の
と
れ
た
産
業
の
振
興
な
ど
諸

事
業
に
つ
い
て
効
率
的
に
実
施
で

き
た
」
と
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

平
成
22
年
度
に
実
施
さ
れ
た
主

な
事
業
に
つ
い
て
は
表
２
の
と

お
り
で
あ
る
。

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
法
律
が
平
成
23
年
７
月
29
日
に

公
布
、
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
災
害
弔
慰
金
の
支
給
対
象
と

な
る
遺
族
の
範
囲
に
兄
弟
姉
妹
を

加
え
る
た
め
の
条
例
の
改
正
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
平
成
23
年
６
月
30
日
に
公
布

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
村
条
例
に

お
け
る
所
要
の
改
正
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

増
額

◦
予
備
費　

１
７
２
万
５
千
円
を

増
額

◦
諸
支
出
金　

１
６
７
万
３
千
円

を
増
額　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

前
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
が
確

定
し
た
の
で
、
そ
の
精
算
に
よ
る

補
正
予
算
で
あ
る
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
20
万
２
千

円
を
増
額
し
て
、
予
算
総
額
を
４

４
４
８
万
２
千
円
と
す
る
補
正
で

あ
る
。　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
２
８
万

３
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

１
億
２
７
０
３
万
２
千
円
と
す
る

補
正
予
算
で
あ
る
。

※
歳
入
の
主
な
も
の

　

村
債
を
８
２
０
万
円
増
額
し
て

一
般
会
計
繰
入
金
を
４
６
７
万
６

千
円
減
額
す
る
。

※
歳
出
の
主
な
も
の

　

繰
上
償
還
に
係
る
長
期
債
償
還

　
　
　
　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
９
９

７
４
万
８
千
円
を
追
加
し
て
、
予

単位：千円

平成23年11月17日 平成23年11月17日

　

玉
川
村
議
会
９
月
定
例
会
は
９
月
９
日
か
ら
16
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
議
会
で
は
、
条
例
改
正
や
補
正
予
算
案
な
ど
の
議
案
８
件
、
決
算
の
認
定
８
件
、

報
告
１
件
の
ほ
か
に
、
副
村
長
人
事
案
件
な
ど
の
追
加
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
５
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
村
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

条
例
の
改
正

補
正
予
算

算
総
額
を
39
億
５
７
３
万
円
と
す

る
補
正
予
算
で
あ
る
。

　

歳
入
・
歳
出
の
主
な
も
の
は

表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
起
立
全
員
）

　

前
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
が
確

定
し
た
の
で
、
そ
の
精
算
と
過
年

度
分
の
国
庫
支
出
金
な
ど
所
要
額

の
補
正
予
算
で
あ
る
。

※
歳
入
の
主
な
も
の

◦
保
険
料　

４
２
３
万
２
千
円
を

減
額

◦
繰
越
金　

９
１
８
万
２
千
円
を

増
額

◦
国
庫
支
出
金　

２
５
８
万
５
千

円
を
増
額

※
歳
出
の
主
な
も
の

◦
保
険
給
付
費　

４
１
４
万
円
を

あらまし災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

上
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

玉
川
村
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

各
種
会
計
決
算
の
概
要

決
算
の
認
定

22
年
度
事
業
の
概
要

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

　

収
入
７
億
９
５
６
４
万
円
、
支

出
７
億
３
１
９
９
万
円
で
、
差
引

残
金
６
３
６
５
万
円
と
な
っ
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、保
険
税
が

１
億
８
６
７
５
万
円
、
国
庫
支
出

金
が
２
億
４
１
５
５
万
円
で
合
わ
せ

る
と
全
体
の
54
％
を
占
め
て
い
る
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
険
給

付
が
４
億
７
５
１
９
万
円
で
、
全

体
の
65
％
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
特
別
会
計
】

　

他
の
５
つ
の
特
別
会
計
及
び
上

水
道
事
業
会
計
の
決
算
に
つ
い
て

は
表
３
の
と
お
り
で
あ
る
。

区分 款 補正額 備考

歳入

地方交付税 146,947 普通交付税

繰 越 金 98,154 繰越金

繰 入 金 ▲134,096 財政調整積立金繰入金ほか

歳出

総 務 費 71,4,83 剰余金の財政調整積立金ほか

災害復旧費 40,860 地震による被災箇所の復旧等

土 木 費 32,564 社会資本整備総合交付金事業ほか

衛 生 費 22,661 線量計等緊急整備支援事業ほか

主　な　事　業　名 金　額

社会資本整備総合交付金事業
（村道Ⅰ－４号線、Ⅰ－５号線改良） 17,138

地方特定道路整備事業
（村道Ⅱ－８号線改良） 13,533

体育館耐震補強工事（川辺小・玉一小・須釜小） 82,283

公共土木災害復旧事業（豪雨災害、震災分） 42,485

村民バスの購入 15,750

住宅用太陽光発電システム設置事業 1,675

幼小中学校連携強化推進事業 1,512

産業まつり補助金 2,134

こども手当 128,687

表１ 一般会計の歳入・歳出の主なもの　単位：千円

表２ 平成 22 年度に実施された主な事業

会　計　区　分 歳　入 歳　出

一　　般　　会　　計 3,740,956,612 3,570,577,663

特　
　

別　
　

会　
　

計

国 民 健 康 保 険 795,643,458 731,990,545

老 人 保 険 3,472,074 3,472,074

介 護 保 健 342,399,180 333,212,919

後期高齢者医療 43,624,870 43,421,490

農業集落排水事業 116,277,769 111,517,352

簡 易 水 道 事 業 19,850,525 19,125,875

表３ 平成 22 年度各種会計の決算状況　単位：円

上水道事業会計決算状況　　　　　　　　　　単位：円

総　収　益 総　費　用 純　利　益

174,260,616 168,110,140 6,150,476

　 玉 川 村 議 会

9 月 定 例 会



議 会 だ よ り議 会 だ よ り

れ
、
起
立
全
員
で
可
決
さ
れ
た
。

●
吉
字
沢
向
地
区
の
頭
首
工
（
堂

平
堰
）
修
繕
に
関
す
る
請
願

　

川
辺
区
長　

白
旗
保
雄

　

付
託
を
受
け
た
総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会
で
審
議
し
た
結
果
、

採
択
す
る
こ
と
に
決
定
と
な
っ
た
。

●
玉
川
村
消
防
団
竜
崎
分
団
消
防

屯
所
新
築
に
関
す
る
請
願

　

竜
崎
区
長
　
小
林
彦
次

　

付
託
を
受
け
た
総
務
産
業
建
設

　
　
　
　
　

　

平
成
22
年
度
の
定
期
監
査
及
び

決
算
監
査
は
、
去
る
７
月
26
日
か

ら
29
日
ま
で
の
期
間
で
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
結
果
、
監
査
委
員
よ
り
次

の
と
お
り
監
査
報
告
が
行
わ
れ
た
。

【
各
種
会
計
状
況
】

　

各
会
計
で
繰
越
金
が
で
き
た
の

は
、
事
業
の
見
直
し
や
経
費
削
減

に
努
め
た
結
果
と
考
え
る
。
し
か

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
繰
入
金
が
入
っ

て
い
る
の
で
、
今
後
は
繰
入
金
を

縮
減
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
上
水
道
事
業
会
計
も
赤

字
で
あ
っ
た
が
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
に
よ
り
純
利
益
計
上
と

な
っ
た
。
四
辻
さ
く
井
に
つ
い
て

は
早
め
に
使
用
計
画
を
立
て
て
安

全
な
水
の
安
定
供
給
に
つ
な
げ
る

平成23年11月17日 平成23年11月17日（５） （４）

請　

願

道路整備された岩法寺新屋敷地内を監査委員が視察

採択された沢向地区の頭首工

監
査
報
告

よ
う
要
望
す
る
。

【
財
産
管
理
】

　

有
価
証
券
及
び
出
資
金
、預
金
、

現
金
管
理
、
資
金
運
用
は
適
正
で

あ
る
。

【
滞
納
額
】

　

滞
納
額
は
表
４
の
と
お
り
で

あ
る
。
対
前
年
比
１
０
７
万
４
千

円
減
少
し
て
い
る
が
、
不
納
欠
損

額
２
４
１
９
万
３
千
円
を
含
め
る

と
、
実
質
２
３
１
１
万
９
千
円
の

増
加
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
慢
性
的
な
滞
納
金
に
つ
い

て
は
積
極
的
な
改
善
対
策
を
求
め

る
。　
　
　
　
　
　
　

【
人
員
配
置
】

　

職
員
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度

経
験
豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン
職
員
が
必

要
で
あ
り
、
数
年
で
の
人
事
異
動

を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

不
十
分
な
督
促
し
か
で
き
な
い
部

署
へ
の
人
員
配
置
も
見
直
す
べ
き

で
あ
り
、
さ
ら
に
差
押
え
等
専
門

分
野
の
職
員
育
成
も
要
望
す
る
。

【
未
登
記
】

　

対
前
年
比
で
１
１
８
筆
減
少

し
、
１
０
５
２
筆
と
な
っ
た
が
、

重
大
な
資
産
リ
ス
ク
解
消
に
む
け

て
努
力
す
る
こ
と
を
望
む
。

【
実
質
公
債
費
比
率
】

　

財
政
の
健
全
化
の
指
標
で
あ
る

実
質
公
債
費
比
率
は
、
17
・
３
％

で
昨
年
よ
り
２
・
７
ポ
イ
ン
ト
改

善
さ
れ
た
。

　

将
来
負
担
比
率
も
昨
年
よ
り

26
・
３
ポ
イ
ン
ト
改
善
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
低
減
に
向
け
た
取
り

組
み
を
要
望
す
る
。

　

村
当
局
よ
り
地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
性
を
判
断
す
る
指
標

の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
表
５
及

び
表
６
の
と
お
り
、
一
般
会
計

等
に
お
け
る
健
全
化
判
断
比
率
、

公
営
企
業
に
お
け
る
資
金
不
足
比

率
の
指
標
が
報
告
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
早
期
健
全
化
基
準
及
び
経
営
健

全
化
基
準
は
ク
リ
ア
し
て
い
た
。

　

監
査
委
員
よ
り
健
全
化
判
断
比

率
等
に
つ
い
て
の
審
査
報
告
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
た
。

【
実
質
赤
字
比
率
】

　

一
般
会
計
等
に
お
い
て
実
質
収

支
が
黒
字
で
あ
り
、
実
質
赤
字
比

率
は
な
い
。

【
連
結
実
質
赤
字
比
率
】

　

全
て
の
会
計
に
お
い
て
連
結
実

質
収
支
が
黒
字
で
あ
り
、
実
質
赤

字
比
率
は
な
い
。

【
実
質
公
債
費
比
率
】　

　
17
・
3
％
と
な
り
、
早
期
健
全

化
基
準
の
25
％
は
下
回
っ
た
。
し

か
し
、
ま
だ
高
い
比
率
で
あ
り
、

引
き
続
き
計
画
的
な
財
政
運
営
を

図
る
よ
う
希
望
す
る
。

【
将
来
負
担
比
率
】

　

１
０
７
・
４
％
と
な
り
、
早
期

健
全
化
基
準
の
３
５
０
％
は
下
回

る
が
、
今
後
と
も
適
正
な
財
政
運

営
を
図
る
よ
う
希
望
す
る
。

【
公
営
企
業
の
資
金
不
足
比
率
】

　

上
水
道
事
業
、
簡
易
水
道
事
業

及
び
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
資
金
不

足
と
な
る
会
計
は
な
い
。

　

平
成
23
年
９
月
30
日
で
任
期
満

了
と
な
る
副
村
長
の
選
任
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
件
に
つ
い
て
、
執

行
部
か
ら
現
職
で
岩
法
寺
の
草
野

亀
雄
氏（
64
）の
再
任
同
意
の
追
加

提
案
が
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
起

立
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
平
成
23
年
10
月

３
日
で
任
期
満
了
と
な
る
教
育
委

員
の
選
任
に
同
意
を
求
め
る
件
に

つ
い
て
も
、
吉
の
近
内
弘
道
氏（
51
）

の
任
命
同
意
の
追
加
提
案
が
な
さ

常
任
委
員
会
で
審
議
し
た
結
果
、

現
在
の
状
況
で
は
建
築
内
容
及
び

補
助
金
等
の
状
況
に
不
明
確
な
点

が
あ
り
、
今
後
、
更
に
検
討
さ
れ

る
こ
と
を
付
し
て
不
採
択
と
な
っ

た
。

●
川
辺
公
民
館
修
繕
に
係
る
費
用

の
一
部
助
成
に
関
す
る
請
願

川
辺
区
長　

白
旗
保
雄

　

付
託
を
受
け
た
総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会
で
審
議
し
た
結
果
、

行
政
区
の
公
民
館
の
修
繕
に
か
か

る
費
用
は
、
管
理
者
で
あ
る
地
元

行
政
区
が
負
担
す
る
べ
き
で
あ
る

こ
と
か
ら
不
採
択
と
な
っ
た
。

健
全
化
判
断
比
率
・

資
金
不
足
比
率
の
報
告

副
村
長
選
任
、
教
育
委

員
任
命
の
同
意

健
全
化
判
断
比
率
・
資
金

不
足
比
率
の
審
査
報
告

健全化判断比率 平成 22年度 早期健全化基準

実 質 赤 字 比 率 　　　―% 15.0%

連 結 実 質 赤 字 比 率 　　　―% 20.0%

実 質 公 債 費 比 率 17.3% 25.0%

将 来 負 担 比 率 107.4% 350.0%

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

上 水 道 事 業 会 計 　　　―% 20.0%

簡易水道事業特別会計 　　　―% 20.0%

農業集落排水事業特別会計 　　　―% 20.0%

（注）―％は資金不足額がないため算出されない。

近 内 弘 道 氏 草 野 亀 雄 氏

■「実費赤字比率」　
　一般会計を対象とした、赤字を標
準財政規模の額で割った値。20％以
上で財政再生団体となる。

■「連結実質赤字比率」　
　企業会計も含む全会計を対象と
し、当該団体の歳出に対する歳入の
資金不足額を標準財政規模の額で割
った値。

■「実質公債費比率」　
　公債費の水準を計る指標。25％以
上になると財政健全化団体となり一
部の公債費の発行が制限される。

■「将来負担比率」
　地方公共団体財政健全化法に定め
られた指標の１つで 350％以上で財
政健全化団体となる。

■「公営企業の資金不足比率」
　公営企業会計ごとに資金不足額
（流動資産から流動負債を減じた額
がマイナスとなる場合の額）をその
公営企業会計の事業規模で割った比
率。

用語の説明
請
願
者

請
願
者

請
願
者

監査委員が各課事業をヒアリング

表４ 滞　納　額　  単位：千円

表５表６

区　分 滞納額

村 　 税 55,033

国 保 税 72,987

介 護 保 険 940

住 宅 使 用 料 21,275

保 育 料 165

上 水 道 料 27,514

簡 易 水 道 料 1,123

農 業 集 落 排 水 9,704

緑 資 源 償 還 金 38,075

合　計 226,846



議 会 だ よ り議 会 だ よ り

　

今
か
ら
２
、３
年
前
、
工

事
が
進
め
ら
れ
て
良
く
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
部
、

改
良
さ
れ
ず
に
工
事
は
終
わ
り
に

な
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
後
、
地

権
者
と
再
度
交
渉
を
し
て
い
る
の

か
。

　

ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
、村
の
考
え
を
伺
う
。

　

平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21

年
度
に
か
け
て
地
域
活
力
基

盤
創
造
交
付
金
事
業
に
よ
り
工
事

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

の
間
も
地
元
村
議
や
区
長
さ
ん
に

考
え
得
る
手
法
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

国
保
税
は
支
出
に
合
わ
せ

て
予
算
を
組
む
必
要
が
あ
る

た
め
、
医
療
費
が
増
加
す
る
場
合

に
は
保
険
料
の
引
き
上
げ
か
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
補
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
現
段
階
で
は
保

険
税
と
繰
越
金
を
充
当
し
大
幅
な

引
き
上
げ
を
す
る
こ
と
も
な
く
来

て
お
り
ま
す
の
で
、
法
定
外
繰
り

入
れ
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

一
般
会
計
の
中
で
「
健
康

づ
く
り
推
進
費
」
は
23
年
度

予
算
に
お
い
て
約
１
８
０
０
万
円

で
あ
り
ま
し
た
が
、
将
来
の
国
保

税
負
担
を
軽
減
で
き
る
目
論
見
と

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。ま
た

今
後
、一
般
会
計
の
事
業
と
し
て
新
た

に
予
算
措
置
を
考
え
て
い
る
項
目

な
ど
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
費
の
う

ち
約
85
％
が
健
康
診
査
費
で
、

そ
の
う
ち
の
約
7
割
が
ガ
ン
検
診

費
、
約
3
割
が
後
期
高
齢
者
等
一

般
健
康
診
査
費
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
健
康
診
査
の
目
的
は
、
発
病

予
防
や
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
な
ど
で
す
が
、
特
に
ガ
ン
の

早
期
発
見
は
将
来
の
医
療
費
の
抑

制
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま

す
。
た
だ
村
の
ガ
ン
検
診
率
は
決

し
て
高
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
新

た
な
予
算
措
置
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
も
で
き
る
だ
け
多

く
の
方
に
ガ
ン
検
診
を
受
診
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
の
配
布
な
ど
の
働
き
か
け
を
継

続
し
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
か
ら
国
保
へ
の

「
法
定
外
繰
り
入
れ
」
は
今
後

反
応
な
ど
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

滞
納
者
に
は
毎
年
10
月
1

日
の
保
険
証
更
新
の
際
、
審

議
を
経
て
、
納
税
相
談
を
し
な
が

ら
交
付
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
資
格
証
明
書
の
該
当
者
は
医

療
機
関
を
受
診
し
た
様
子
も
な
く

納
税
意
識
が
乏
し
い
た
め
、
税
負

担
の
公
平
性
か
ら
も
更
に
対
策
を

推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。

　

レ
セ
プ
ト
の
分
析
か
ら
は

被
保
険
者
の
疾
病
傾
向
・
通

や
受
益
者
負
担
と
い
っ
た
観
点
か

ら
も
制
度
の
健
全
化
が
急
が
れ
る

訳
で
す
が
、村
内
に
お
け
る
国
保
会

計
の
決
算
、
こ
こ
か
ら
見
え
て
く

る
課
題
の
解
決
策
と
運
営
方
針
等

に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

　

滞
納
金
の
発
生
と
不
納
欠

損
処
分
に
つ
い
て
、
そ
の
経

緯
と
背
景
を
総
括
願
い
ま
す
。

　

滞
納
金
に
つ
い
て
は
、
不

況
の
長
期
化
や
リ
ス
ト
ラ
な

ど
で
生
活
が
苦
し
く
な
り
、
国
保

税
が
未
納
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
徴
収
に
つ
い
て

は
、
電
話
催
告
、
訪
問
徴
収
、
税

務
相
談
、
預
金
調
査
、
差
し
押
さ

え
等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
不

納
欠
損
処
分
に
つ
い
て
は
、
地
方

税
法
の
定
め
に
よ
り
止
む
を
得
ず

処
分
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
保
税
の
法
定
減
免
を
受

け
て
い
る
世
帯
数
や
人
数
は

ど
う
い
っ
た
割
合
で
、
ま
た
背
景

で
推
移
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

推
移
は
表
の
と
お
り
で
あ

り
、
背
景
は
景
気
の
低
迷
に

よ
る
所
得
の
低
下
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

滞
納
者
へ
の
短
期
保
険
証

や
資
格
証
明
書
の
交
付
状
況
、

院
傾
向
な
ど
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

各
種
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
疾

病
傾
向
や
通
院
傾
向
を
読
み

取
る
こ
と
は
可
能
で
、
重
複
や
頻

回
受
診
、
長
期
受
診
傾
向
に
あ
る

方
に
つ
い
て
は
保
健
師
が
訪
問
指

導
を
し
、
医
療
費
の
適
正
化
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に

は
「
早
期
の
発
見
・
早
期
の

治
療
」、「
子
ど
も
の
時
か
ら
の
食

育
と
生
活
習
慣
の
改
善
」
な
ど
が

叫
ば
れ
て
お
り
ま
す
が
、
病
気
の

芽
を
摘
み
取
る
た
め
に
小
中
学
校

へ
は
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を
行

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

健
康
福
祉
課
で
は
乳
幼
児

か
ら
の
正
し
い
生
活
習
慣
の

重
要
性
に
つ
い
て
指
導
を
し
、
教

育
委
員
会
で
は
食
育
指
導
や
保
健

体
育
な
ど
の
中
で
生
活
習
慣
病
予

防
に
関
す
る
学
習
を
進
め
、
住
民

税
務
課
の
租
税
教
室
で
は
税
の
仕

組
み
の
中
で
国
保
と
健
康
に
つ
い

て
学
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
の
養
護
教
諭
が
生

活
習
慣
病
の
起
因
と
な
る
肥
満
に

つ
い
て
個
別
に
指
導
を
し
て
お
り

ま
す
。

平成23年11月17日 平成23年11月17日（７） （６）

国
民
健
康
保
険
は
、
国
庫
負

担
率
の
引
き
下
げ
や
高
齢
化
、

景
気
の
低
迷
や
滞
納
者
の
増
加
な 溝

井
丈
樹
議 
員

Ｑ 

国
保
運
営
の
健
全
化
に
向
け
て
村
の
方
針
を
問

う
Ａ 

各
種
検
診
を
推
進
し
医
療
費
の
抑
制
を
図
り
た
い

ど
に
よ
り
そ
の
運
営
が
市
町
村
に

と
っ
て
は
大
き
な
懸
案
事
項
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。独
立
会
計
の
原
則

答答

答

答

答 答

答答

５議員が一般質問
（▲印の項目は質問と答弁内容を要約してお知
らせいたします。）　
①溝井丈樹議員　
▲国民健康保険について
◦副村長の職責について
◦就学援助費について
②添田四郎議員
◦防災マップについて
◦防災無線について
▲玉川第一小学校通学路について
③飯島三郎議員
◦東日本大震災による村内の道路の地盤沈下、
　崖崩れによる復旧工事について
▲地震による家庭井戸水に対する問題について
◦家庭用井戸水の放射線測定について
④大和田宏議員
▲地域防災における女性消防団員体制確立につ
いて

◦地域交流活性化事業の成果と今後の方向性に
ついて

⑤大木実議員
▲放射能の対応について

問

　

今
後
の
国
保
運
営
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
な
方
針
で
臨

ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

国
保
財
政
は
今
後
も
厳
し

い
状
況
が
続
く
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
特
定
検
診
を
は
じ

め
ガ
ン
検
診
な
ど
を
積
極
的
に
推

進
し
、
病
気
の
予
防
、
早
期
発
見

に
よ
り
医
療
費
の
抑
制
を
図
り
国

保
の
健
全
運
営
を
目
指
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

②③

⑥

⑧ ④

①

9月定例議会

Ｑ　

玉
一
小
通
学
路
に
つ
い
て

Ａ　

地
権
者
に
対
す
る
説
明
や
用
地
交
渉
を
継
続

し
て
ゆ
く

添
田
四
郎
議 

員

答

問

も
お
願
い
を
し
て
、
地
権
者
に
対

す
る
説
明
や
用
地
交
渉
を
継
続
し

て
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
が
合
意

を
得
る
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
終
的
に
地
元
区
と
も
相
談
し
た

結
果
、
合
意
は
困
難
と
の
判
断
に

達
し
残
念
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
の
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
状
況
が
進
展
し
た
場
合

に
は
、
整
備
を
し
て
参
り
ま
す
。改良されていない箇所 改良された通学路

国保税の法定減免に関する集計 内　　　訳

年度 減免を受けている世帯数 7割減免 5割減免 2割減免

23年度 1,065 世帯中 552世帯 51.8% 27.6% 10.0% 14.2%

22 年度 1,055 世帯中 537世帯 50.9% 27.8% 9.7% 13.4%

21 年度 1,085 世帯中 480世帯 44.2% 22.4% 7.4% 14.4%

⑤

⑦
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女
性
消
防
団
員
の
設
置
と
い
う
方

向
性
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
石

川
地
方
町
村
で
は
石
川
町
、
浅
川

町
、
古
殿
町
で
女
性
消
防
団
員
条

例
が
あ
り
、
女
性
消
防
団
員
の
人

達
は
分
団
か
ら
の
推
薦
と
し
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
現
実
的
に
は
難

し
く
、
本
団
幹
部
が
人
選
し
て
い

る
と
の
回
答
を
得
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
業
務
の
範
囲
に
つ
い
て
も

配
慮
す
べ
き
部
分
が
多
く
あ
り
、

消
防
団
幹
部
と
協
議
を
進
め
な
が

ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

婦
人
消
防
隊
員
は
、
消
防

団
員
が
各
行
事
に
出
動
し
た

場
合
の
日
当
あ
る
い
は
事
故
等
の

補
償
に
つ
い
て
、
婦
人
消
防
隊
員

と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　

消
防
団
員
は
、
年
間
行
事

に
出
動
し
た
場
合
は
、
日
当

と
公
務
災
害
に
該
当
す
る
。
婦
人

消
防
隊
員
は
、
非
常
勤
の
特
別
職

と
し
て
公
務
災
害
扱
い
に
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

婦
人
消
防
隊
員
は
、
交
通

安
全
の
任
務
を
担
い
な
が

ら
、
特
に
本
部
幹
部
の
方
は
石
川

管
内
の
高
齢
化
交
通
安
全
隊
員
も

さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
消
防
団
員

　

今
回
の
地
震
に
よ
っ
て
井

戸
水
が
出
な
く
な
っ
た
部
分

で
、
村
の
方
で
は
何
件
把
握
し
て

い
る
の
か
。
こ
れ
が
地
震
に
よ
り

出
な
く
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
現

在
進
め
て
い
る
屋
根
瓦
等
の
修
繕

と
同
じ
よ
う
な
扱
い
で
、
一
部
助

成
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
村
長
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

家
庭
用
引
き
水
の
件
で
役

場
の
方
に
話
が
あ
っ
て
、
今

回
の
地
震
で
水
が
出
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
現

在
、
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は

５
件
ほ
ど
で
す
。
そ
の
方
々
に

は
、
村
の
水
道
水
を
使
っ
て
い
た

だ
け
な
い
か
と
い
う
話
を
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
見
舞
金
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
現
在
、
古
殿
町
と
平

田
村
が
実
施
し
て
い
る
と
い
う
ふ

う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
事

情
を
よ
く
精
査
い
た
し
ま
し
て
、

対
応
に
つ
い
て
は
今
後
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

れ
て
い
る
。
婦
人
消
防
隊
員
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
活
動
と
理
解
し

て
い
る
が
、
積
極
的
な
活
動
あ
る

い
は
今
後
の
充
実
し
た
活
動
の
展

開
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

あ
る
程
度
の
報
酬
の
支
給
と
身
分

の
保
証
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
女
性
消
防
団
員
の
必

要
性
と
そ
の
設
置
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
か
、
ま
た
婦
人
消
防

隊
員
の
活
動
と
報
酬
及
び
身
分
の

保
証
に
つ
い
て
、
現
在
の
状
況
と

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　

女
性
消
防
団
員
体
制
の
確

立
を
図
っ
て
い
く
必
要
性
か

ら
、
そ
の
設
置
に
つ
い
て
ど
う
考

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
農
産
物
の
検
査
体
制
を

整
え
て
、
出
来
得
る
限
り
の
正
確

な
デ
ー
タ
を
持
つ
こ
と
が
農
家
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
現
在
、
玉
川
村
と
し
て

農
産
物
の
検
査
を
国
、
県
と
連
動

し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
検
査
体

制
を
整
え
て
い
る
の
か
お
尋
ね
し

た
い
。

　

ま
た
、
国
、
県
そ
し
て
Ｊ
Ａ
と

も
協
力
し
て
、
農
家
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
た
め
に
放
射
能
の
農
産

物
へ
の
影
響
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
、
出
荷
の
際
、
消
費
者
に
安
心

感
を
与
え
る
た
め
の
情
報
の
伝
え

方
の
工
夫
等
に
つ
い
て
、
玉
川
村

平成23年11月17日 平成23年11月17日 （８）（９）

大
和
田
議
員
が
関
連
質
問

写真はイメージです

防火訓練をする婦人消防隊員

春季検閲のようす

Ｑ 

地
震
に
よ
り
家
庭
井
戸
の
水
が
出
ず
に
困
っ
て

い
る

Ａ 

給
水
届
出
が
あ
れ
ば
迅
速
に
対
応
し
ま
す

Ｑ 

地
域
防
災
に
お
け
る
女
性
消
防
団
員
体
制
の
確

立
に
つ
い
て

Ａ 

消
防
団
幹
部
と
協
議
を
し
検
討
し
て
ゆ
く

Ｑ 

放
射
能
に
対
す
る
農
産
物
の
検
査
体
制
は

Ａ 

農
産
物
の
検
査
は
実
施
し
て
お
り
ま
す

飯
島
三
郎
議 

員

大
和
田
　
宏
議 

員

大
木
　
実
議 

員

　

地
震
に
よ
る
家
庭
内
井

戸
、
簡
易
水
道
が
地
下
変
動

に
よ
り
水
が
出
な
く
な
り
大
変
困

っ
て
い
る
家
庭
が
あ
る
。
こ
の
人

た
ち
の
た
め
に
村
当
局
と
し
て
は

緊
急
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
が
。

　

い
ち
早
く
安
心
さ
せ
る
こ
と
が

大
事
で
は
な
い
か
と
思
う
が
。
村

長
が
申
さ
れ
る
公
平
・
公
正
の
も

と
に
ぜ
ひ
速
や
か
な
判
断
を
す
べ

き
と
思
う
が
村
長
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

　

給
水
区
域
内
の
井
戸
水
使

用
の
家
庭
に
つ
い
て
は
、
給

水
届
出
が
あ
り
ま
し
た
ら
迅
速
な

対
応
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
給
水
区
域
外
の
地
区
に

つ
き
ま
し
て
は
、
希
望
給
水
世
帯

数
や
工
事
費
等
を
精
査
し
、
給
水

区
域
の
拡
大
を
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
た
め
玉
川
村
消
防
団

が
組
織
さ
れ
て
活
動
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
団
員
の
確
保
に
苦
慮
さ

れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
県
内
に
お
い
て

も
女
性
団
員
の
数
が
少
し
ず
つ
増

え
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。
玉
川
村

に
お
い
て
は
、
玉
川
村
婦
人
消
防

隊
が
組
織
さ
れ
、
隊
長
を
中
心
に

出
初
め
式
、検
閲
、防
災
訓
練
等
に
参

加
し
、
地
域
住
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
と
い
う
意
識
を
高
め
た
中

で
、
防
災
活
動
の
重
要
な
担
い
手

と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
。

　

消
防
団
員
は
、
そ
の
活
動
に
対

し
報
酬
と
身
分
の
保
証
が
確
立
さ

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に

よ
る
原
発
事
故
以
来
、
福
島

県
そ
し
て
我
が
玉
川
村
民
、
日
本

国
民
は
放
射
能
の
影
響
に
大
き
な

不
安
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の
中
で

も
放
射
性
ヨ
ウ
素
、
そ
し
て
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
の
被
曝
に
よ
る
健
康

被
害
へ
の
不
安
、
そ
し
て
風
評
被

害
か
ら
農
家
の
状
況
は
と
り
わ
け

深
刻
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

放
射
能
の
被
害
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
明
確
な
デ
ー
タ
が
無
く
、
ど

こ
ま
で
調
べ
て
も
安
心
を
得
ら
れ

る
結
果
の
公
表
が
出
来
な
い
に
し

て
も
、
ま
ず
は
政
府
の
基
準
は
ク

リ
ア
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
生

産
者
に
と
っ
て
も
極
め
て
気
に
な

答

答 問

問

問問

問

え
て
い
る
か
と
の
お
尋
ね
で
あ
り

ま
す
が
、
平
成
二
十
三
年
度
の
消

防
団
員
数
は
、
定
員
三
百
五
名
に

対
し
二
百
八
十
九
名
で
十
六
名
の

欠
員
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
玉
川

村
の
婦
人
消
防
隊
員
は
交
通
安
全

母
の
会
と
兼
務
さ
れ
、
ご
発
言
の

よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
報
酬

や
身
分
の
保
証
も
な
く
、
消
防
団

の
各
種
行
事
や
行
政
区
へ
の
参
加

を
い
た
だ
き
、
無
火
災
に
向
け
た

火
防
督
励
や
交
通
安
全
思
想
の
啓

蒙
等
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
、
常
に
感
謝
の
念
を
持
っ
て
お

り
ま
す
が
、
婦
人
消
防
隊
員
の
皆

さ
ん
に
は
引
き
続
き
現
状
で
の
活

動
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
ま
し
て
は
、

に
準
ず
る
日
当
あ
る
い
は
補
償
が

確
立
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

り
、
十
分
検
討
す
る
余
地
が
あ
る

と
思
う
。

　

婦
人
消
防
団
の
団
員
に
つ
い
て

は
、
現
状
は
人
員
確
保
が
容
易
で

な
い
状
況
に
あ
る
よ
う
で
、
消
防

団
幹
部
と
協
議
を
し
た
い
と
の
考

え
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
婦
人
消
防

隊
員
の
日
当
及
び
補
償
等
に
つ
い

て
も
あ
わ
せ
て
協
議
を
し
て
は
ど

う
か
と
思
い
ま
す
が
、
村
長
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

　

団
長
・
副
団
長
と
の
会
議

の
中
で
、
婦
人
消
防
団
員
に

つ
い
て
は
議
論
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
相

談
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

答

答

答 問
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今
回
、
阿
武
隈
川
が
決
壊
し
た

箇
所
は
、
戦
後
で
は
昭
和
41
年
以

来
２
度
目
と
な
り
ま
し
た
。
予
想

以
上
の
雨
量
に
よ
り
河
川
が
越
水

し
て
き
て
、
堤
防
が
え
ぐ
ら
れ
て

決
壊
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
住
宅
な
ど
家
屋
の

床
上
、
床
下
浸
水
被
害
や
水
稲
を

は
じ
め
農
業
用
施
設
な
ど
に
甚
大

な
被
害
が
で
ま
し
た
。。

　

ま
た
、
湛
水
防
除
施
設
も
浸
水

し
、
電
気
系
統
が
停
止
し
て
機
能

を
失
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
あ
く
ま
で
も
今

回
の
災
害
の
元
凶
は
堤
防
の
決
壊

で
あ
り
、
今
後
、
住
民
の
安
心
・

安
全
の
た
め
に
は
、
強
固
な
堤
防
の

建
設
が
必
要
で
あ
り
、
村
当
局
か

ら
国
・
県
へ
強
く
働
き
か
け
る
よ
う

要
望
を
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
村
当
局
に
対
し

て
も
瓦
礫
の
処
理
、
衛
生
面
、
そ

の
他
の
災
害
復
旧
な
ど
に
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
って
対
応
す
る
よ
う
併
せ
て

要
望
を
し
ま
し
た
。

総務産業建設常任委員会

台風 15号の被災状況を視察

委員会で決壊箇所を視察

玄葉大臣に説明する須藤議長と石森村長

住
民
の
安
心
安
全
の
た
め

強
固
な
堤
防
建
設
が
急
務

被
害
状
況
視
察
の
た
め

　
　
玄
葉
外
務
大
臣
が
来
村

　
　
　
　
　
　
台
風
15
号
災
害
復
旧
を
陳
情

と
し
て
是
非
積
極
的
な
取
り
組
み

を
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
考
え
を

お
聞
き
し
た
い
。

　

福
島
県
で
は
玉
川
村
の
農

産
物
に
つ
い
て
３
月
21
日
に

第
１
回
の
放
射
性
物
質
の
検
査
を

行
い
、
ア
ブ
ラ
ナ
の
葉
物
野
菜
か

ら
規
制
値
以
上
の
放
射
性
物
質
が

検
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
村
に

対
し
出
荷
制
限
措
置
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
の
農

産
物
か
ら
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
て
の
で
出
荷
制
限
等
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

玉
川
村
の
放
射
能
検
査
は
３
月

よ
り
８
月
末
ま
で
に
野
菜
・
く
だ

も
の
・
畜
産
物
等
に
つ
い
て
62
回

実
施
さ
れ
て
お
り
、
ア
ブ
ラ
ナ
の

他
は
規
制
値
以
下
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
水
稲
に
お
い
て
は
３
月

31
日
に
土
壌
検
査
を
行
い
、
そ
の

結
果
、
作
付
け
が
出
来
る
範
囲
で

あ
っ
た
た
め
作
付
け
指
導
を
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本

日
９
月
12
日
よ
り
予
備
検
査
の
た

め
村
内
５
地
区
か
ら
稲
の
サ
ン
プ

ル
採
取
作
業
を
実
施
し
て
お
り
、

県
で
は
玄
米
の
検
査
を
行
い
、
Ｊ

Ａ
あ
ぶ
く
ま
石
川
で
は
稲
わ
ら
の

検
査
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
検
査
結
果
を
受
け
、
９
月

末
に
本
調
査
が
実
施
さ
れ
、
県
で

は
玄
米
を
５
地
区
・
村
と
Ｊ
Ａ
で

６
地
区
の
検
査
を
行
い
大
字
単
位

の
11
地
区
す
べ
て
を
検
査
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
検

査
結
果
が
公
表
さ
れ
た
後
に
、
米

の
出
荷
や
販
売
の
流
通
が
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
農
産
物
の
出
荷
に
際
し
、

消
費
者
へ
の
安
心
感
を
与
え
る
情

報
提
供
に
つ
い
て
の
ご
質
問
で
あ

り
ま
す
が
、
農
産
物
は
安
心
安
全

で
あ
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
県
で

は
安
全
な
農
産
物
に
つ
い
て
、
福

島
県
知
事
名
で
放
射
性
物
質
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
で
規
制
値
を
下

回
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お

り
ま
す
と
の
安
全
宣
言
の
販
売
チ

ラ
シ
を
農
産
物
の
品
種
ご
と
に
作

成
し
て
お
り
、
生
産
農
家
で
は
福

島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
を
し
て
出
荷
農
産
物
に

添
付
し
て
出
荷
し
て
い
る
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
消
費
者
が

安
心
し
て
心
配
な
く
買
い
物
が
出

来
る
よ
う
、
各
販
売
店
等
に
は
検

査
結
果
の
情
報
提
供
が
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
放
射
能
問
題
に
つ
き

ま
し
て
は
、
村
独
自
で
対
応
で
き

る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
国
・
県

の
検
査
結
果
を
受
け
ま
し
て
、
Ｊ

Ａ
と
連
携
を
図
り
放
射
能
対
策
を

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

再
質
問
し
ま
す
。
２
、３

日
前
の
回
覧
板
に
よ
り
ま
す

と
川
辺
小
が
０
・
１
４
７
、
玉
川

一
小
が
０
・
２
６
９
、
泉
中
が
０
・

２
１
０
と
あ
り
ま
し
た
が
、
私
た

ち
村
民
に
は
、
ど
の
数
字
が
安
心

で
き
る
の
か
、
ま
た
危
険
な
の
か

分
か
り
難
い
。
そ
こ
で
私
は
こ
う

思
い
ま
す
、
色
分
け
し
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
。
例
え
ば
０
・
５
は
赤
、

０
・
３
は
黄
、
０
・
１
５
は
青
と
危

険
と
安
心
を
は
っ
き
り
示
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

村
当
局
と
し
ま
し
て
は
、

独
自
に
色
分
け
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

答

答 問

　平成 23年９月 21日から 22日未明にかけて台風 15号の豪雨により阿武隈川が決壊し、
中区から竜崎区にかけて住宅、農地に甚大な被害がでました。これに伴い、22日午後から委
員会を開催し、村当局から被害状況の説明を受け、現場の状況を視察しました。

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

対
応
に
全
力
を

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

台
風
15
号
に
よ
る
災
害
救

助
、
災
害
復
旧
の
経
費
に
つ
い

て
、
一
般
会
計
予
算
を
専
決
処

分
し
た
も
の
を
議
会
に
報
告
し

て
承
認
を
求
め
る
案
件
で
あ
る
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
０
３

９
万
円
を
追
加
し
て
、
総
額
を

39
億
２
６
１
２
万
円
と
し
た
補

正
予
算
へ
の
承
認
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

電
子
式
個
人
線
量
計
購
入
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

　

中
学
生
・
妊
婦
の
皆
さ
ん

に
貸
与
す
る
電
子
式
個
人
線

量
計
を
購
入
す
る
た
め
の
契

約
に
つ
い
て
（
３
０
０
台
、

１
１
８
１
万
２
５
０
０
円
）、

議
会
の
承
認
を
求
め
る
も
の
で

あ
る
。　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
ー
購
入
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

　

放
射
線
量
を
計
測
す
る
機
器

で
あ
る
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
ー
の

購
入
契
約
に
つ
い
て
（
50
台
、

７
１
４
万
円
）、
議
会
の
承
認

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
起
立
多
数
）

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

に
つ
い
て

　

台
風
15
号
に
対
す
る
災
害
復

旧
に
か
か
る
経
費
で
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
３
１
５
８
万
６
千

円
を
追
加
し
て
、
総
額
を
39
億

５
７
７
０
万
６
千
円
と
す
る
も

の
で
あ
る
。　
　
（
起
立
全
員
）

　

第
３
回
玉
川
村
議
会
臨
時
会
は
、平
成
23
年
10
月
19
日
に
開
か
れ
、

台
風
15
号
の
災
害
処
理
な
ど
の
専
決
処
分
承
認
や
一
般
会
計
補
正
予

算
案
な
ど
４
件
の
議
案
審
議
が
行
わ
れ
た
。

平
成
23
年
　
第
３
回
臨
時
会

　

竜
崎
地
区
の
床
上
浸
水
で

大
き
な
被
害
に
遭
わ
れ
た
鈴

木
光
機
有
限
会
社
さ
ん
の
敷

地
内
広
場
に
玄
葉
大
臣
が
訪

れ
ま
し
た
。
冒
頭
、
大
臣
か

ら
は
被
害
に
遭
わ
れ
た
地
元

の
皆
さ
ん
へ
お
見
舞
い
の
挨

拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
特
設
テ
ン
ト
で

被
害
を
受
け
た
当
時
の
写
真

な
ど
を
資
料
に
、
石
森
村

長
、
須
藤
議
長
が
被
害
状
況

を
玄
葉
大
臣
に
説
明
し
、
災

害
復
旧
に
対
し
て
の
深
い
理

解
と
強
い
支
援
を
要
望
し
ま

し
た
。

　

11
月
６
日
の
夕
方
、
台
風
15
号
に
よ
る
阿
武
隈
川
決
壊
に
よ
り

大
き
な
水
害
に
遭
っ
た
竜
崎
地
区
を
玄
葉
外
務
大
臣
が
訪
問
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
午
後
か
ら
雨
が
降
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
地
元
区
民
が
集
ま
っ
て
災
害
復
旧
支
援
を
要
望
し
ま
し
た
。


